
出動人数
（延べ人数）
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○平成23年3月に発生した東日本大震災では、国土交通大臣の指示の下、震災発生の翌日には各地方整備局から

約400名のTEC-FORCE隊員を現地に派遣。

○最大500名を超える隊員が、余震が続き、雪の積もる中で排水ポンプ車による排水活動、市町村リエゾンによ

る自治体支援、道路・堤防の被災状況の把握等を実施。

早急にヘリコプターを発進させ、
貴重な映像等を入手

 TEC-FORCE：のべ18,115人・日（3/11～11/21）
 災害対策用機械（排水ポンプ車、衛星通信車等）

：発災後１ヶ月間でのべ5,760台・日を派遣 堤防被災状況の把握

排水ポンプ車による
行方不明者捜索活動の支援

市町村長の片腕となる
職員を派遣し技術的支援を実施

衛星通信車による
途絶した通信回線の確保

道路被災状況の把握

平成２３年３月 東日本大震災への派遣
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①【発災当日】計62名
・市町村等に43名を派遣
・ヘリ3機が現地調査
（5機が東日本へ移動）

②【発災翌日】計397名
・市町村等に111名派遣（以降継続）
・被災状況調査のため247名を派遣
・通信確保のため

衛星通信局3台、 4名を派遣 等

③【3日後】計511名【4日後】計521名
・被災状況調査のため323名に派遣を増強
・被災地の通信確保のため衛星通信局8台、9名に増強
・被災市町村のニーズをもとに救援物資の調達を開始

発災

④【発災後1ヶ月間】延べ9,749名
・被災状況を踏まえ、応急復旧、自治体支援、
災害対策機械操作等の部隊を派遣

被災状況調査

運営

研究者・専門家による調査

自治体支援・通信確保

［派遣人数］

応急復旧支援

注1：延べ出動数の単位は人日、台日。 注2：応急復旧はTEC-FORCE、東北地方整備局職員、地元及び各地の建設業者が実施。

【全国の地整等からの派遣状況】

東北地整の災対本部等の指揮下で活動

（国、県、市町村等
管理施設を調査）

（リエゾン、市町村の復旧支援等）

（道路の復旧、ポンプ排水等）

合計

北陸地整・四国地整の排水ポンプ車

出動数 延べ出動数
TEC-FORCE隊員 1,742 9,749
ヘリコプタ 8 119
衛星通信車 9 260
可搬式衛星通信局 16 345
排水ポンプ車 93 2,021
照明車 67 1,611
対策本部車等 58 1,523

東日本大震災発災後１ヶ月間におけるTEＣ－ＦＯＲＣＥの活動状況


